
IT推進アドバイザー派遣制度 

ITコーディネータとは 

ITコーディネータの所属分布 

ITコーディネータとは 

ITコーディネータの所属分布 

特定非営利活動法人　ITコーディネータ協会　事務局 
（左から）松下正夫氏、田中仁氏、高橋真治氏、那波幸光氏 

　IT推進アドバイザー派遣制度は、IT化を推
進する中小企業または組合に対し、ITコーデ
ィネータ等を派遣する制度 

IT経営キャラバン隊 

　IT経営キャラバン隊では、ITの利活用事例
を中心としたセミナーや様々な分野の情報
提供を行う。キャラバンバスを用いたイベン
トを日本各地で展開する（詳細は、29頁参照）。 

ITコーディネータ協会 
東京都港区芝公園1-8-21　芝公園リッジビル7F 

電話：03-5733-8380 
URL：http://www.itc.or.jp/

アドバイザー派遣料金　15，000円/1日 

申し込み窓口 
中小企業基盤整備機構 

東京都港区虎ノ門3-5-1　虎ノ門37森ビル 

（ITコーディネータ協会でも申し込みを受付） 

URL：http://www.itcaravan.jp

中小企業基盤整備機構が実施する支援
事業により、低額の負担で専門家のアド
バイスを受けることができる 

…など、仕事は様々 

　経営面での 
　　相談 

経営戦略 
　　の立案 

ITを使った 
　販売促進 

ITベンダー 
　との折衝 

大手ITベンダー 
５１.４％ 

中小ITベンダー 
１５.１％ 

独立系 
２３.３％ 

ユーザー 
７.８％ 

大学・公共 
２.４％ 

経営とITの両面に精通し、企業経営に最
適なIT活用を支援・推進するプロフェッ
ショナル 

（2006年9月30日現在） 
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経
営
戦
略
を
踏
ま
え
た
最
適
な
Ｉ
Ｔ
導

入
を
支
援
す
る
人
材
、
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
（
Ｉ
Ｔ
Ｃ
）。
経
済
産
業
省
推
進
資
格

と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
か
ら
早
６
年

が
過
ぎ
た
。
本
誌
で
も
Ｉ
Ｔ
Ｃ
が
サ
ポ
ー

ト
し
た
経
営
改
革
事
例
を
毎
号
紹
介
し
て

い
る
が
、
資
格
取
得
者
は
２
０
０
６
年
末

時
点
で
約
７
２
０
０
名
を
数
え
、
地
域
ご

と
の
Ｉ
Ｔ
Ｃ
組
織
も
１
６
０
近
く
に
達
し

た
。
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
の
広
が
り
が

う
か
が
え
る
。 

　
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
育
成
・
支
援
活
動
を
手
が
け

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
協

会
（
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ａ
）・
事
務
局
の
松
下
正
夫

氏
は
、「
中
小
企
業
経
営
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
る
、
い
わ
ゆ
る
独
立
系
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
間

で
は
、
Ｉ
Ｔ
経
営
応
援
隊
事
業
と
の
連
携

に
加
え
、
金
融
機
関
や
商
工
団
体
、
公
的

支
援
機
関
な
ど
中
小
企
業
の
サ
ポ
ー
ト
役

と
な
る
企
業
・
組
織
と
の
連
携
が
、
全
国

各
地
で
着
実
に
進
展
し
て
い
ま
す
」
と
説

明
す
る
。 

　
例
え
ば
福
井
県
に
お
い
て
は
、
福
井
の

Ｉ
Ｔ
Ｃ
組
織
が
福
井
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
や
商
工
会
議
所
と
連
携
し
て
Ｉ
Ｔ
経

営
の
普
及
活
動
や
企
業
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
お
り
（
福
井
県
建
設
鉄
工
協
同
組
合
の

事
例
を
本
誌
２
０
０
６
年
冬
号
で
紹
介
）、

新
潟
で
は
、
に
い
が
た
産
業
創
造
機
構
が

実
施
す
る
Ｉ
Ｔ
経
営
応
援
隊
事
業
で
Ｉ
Ｔ

Ｃ
が
活
躍
し
て
い
る
。 

　
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ａ
の
田
中
仁
氏
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
が

担
う
役
割
に
つ
い
て
「
Ｉ
Ｔ
Ｃ
は
場
数
を

踏
ん
で
き
て
い
る
の
で
、
ベ
ン
ダ
ー
と
企

業
双
方
の
言
い
分
を
見
極
め
て
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
話
す
。
　
 

　
一
方
、
金
融
機
関
と
の
連
携
で
は
、
中

小
企
業
金
融
公
庫
名
古
屋
支
店
が
中
部
地

区
の
中
小
企
業
経
営
者
に
経
営
者
研
修
会

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
に
よ
る

支
援
に
結
び
つ
い
て
い
る
事
例
が
代
表
的

だ
（
そ
の
一
例
と
し
て
本
誌
２
０
０
６
年

夏
号
に
て
池
田
工
業
を
紹
介
）。
金
融
公

庫
と
の
連
携
は
大
阪
や
長
崎
な
ど
で
も
進

み
つ
つ
あ
る
と
い
う
。 

　
ま
た
、
地
方
銀
行
で
は
「
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ
」
の
機
能
強
化

に
向
け
て
、

Ｉ
Ｔ
Ｃ
と
の

連
携
を
強
め

る
動
き
も
目

立
っ
て
き
て

い
る
。
「
銀

行
側
に
と
っ

て
は
、
自
ら

人
材
を
抱
え

る
こ
と
な
く
、

Ｉ
Ｔ
相
談
と

い
う
顧
客
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上

げ
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
」
と
松

下
氏
は
見
る
。 

 
Ｉ
Ｔ
化
支
援
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
発
足
 

 　
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
活
動
機
会
を
創
造
す
る
た
め

の
施
策
と
し
て
は
、
昨
年
11
月
６
日
に

設
立
さ
れ
た
「
Ｉ
Ｔ
経
営
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」

も
今
後
の
大
き
な
目
玉
だ
。 

　
こ
れ
は
、
12
の
公
的
団
体
・
企
業
が
発

起
人
と
な
り
、
Ｉ
Ｔ
利
活
用
の
促
進
・
定

着
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
キ
ャ
ラ

バ
ン
を
展
開
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
Ｉ
Ｔ

Ｃ
Ａ
は
こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
事
務
局
を
担
っ

て
い
る
。 

　
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
最
新
の
Ｉ

Ｔ
設
備
を
積
み
込
ん
だ
キ
ャ
ラ
バ
ン
バ
ス

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
号
」
で
、
２
０
０
７
年
12

月
末
ま
で
の
約
１
年
間
を
か
け
て
全
国
２

０
０
カ
所
を
訪
問
。
全
国
各
地
の
商
工
団

体
、
教
育
機
関
、
地
方
公
共
団
体
、
業
界

団
体
と
連
携
し
て
、
Ｉ
Ｔ
利
活
用
の
実
践

セ
ミ
ナ
ー
や
成
功
事
例
発
表
、
Ｉ
Ｔ
導
入

相
談
な
ど
と
と
も
に
、
実
際
の
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
く
。 

　
松
下
氏
は
、「
Ｉ
Ｔ
経
営
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
の
イ
ベ
ン
ト
で
地
域
の
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
姿
に

触
れ
、
活
用
の
入
口
と
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
呼
び
か
け
る
。 

　
Ｉ
Ｔ
Ｃ
に
サ
ポ
ー
ト
を
依
頼
す
る
窓
口

と
し
て
は
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の

「
Ｉ
Ｔ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度
」

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
が
参
加
す

る
イ
ベ
ン
ト
に
足
を
運
ん
で
み
る
の
も
、

良
い
き
っ
か
け
と
な
る
だ
ろ
う
。 

　
ユ
ー
ザ
ー
企
業
の
啓
発
活
動
に
も
注
力
 

 　
こ
の
よ
う
に
、「
独
立
系
Ｉ
Ｔ
Ｃ
」
は
、

地
域
企
業
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
Ｉ
Ｔ
利

活
用
に
よ
る
経
営
革
新
を
直
接
支
援
し
て

い
く
が
、
一
方
で
企
業
に
勤
務
し
て
い
る

Ｉ
Ｔ
Ｃ
資
格
取
得
者
も
そ
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。 

　
と
い
う
の
も
、
Ｉ
Ｔ
を
販
売
す
る
側
で

あ
る
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
内
に
Ｉ
Ｔ
Ｃ
資
格
取

得
者
が
い
れ
ば
、
経
営
者
の
意
図
す
る
と

こ
ろ
が
わ
か
り
、
Ｉ
Ｔ
導
入
が
円
滑
に
進

め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
顧
客
へ
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
営
業
強
化
や
真
の
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
提
案
に
よ
る
満
足
度
向
上
を
目
指

し
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
資
格
取
得
を
奨
励
す
る
Ｉ
Ｔ

ベ
ン
ダ
ー
が
増
加
し
て
い
る
。 

　
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ａ
で
も
、
こ
の
効
果
を
重
要
視

し
、
ス
キ
ル
向
上
を
目
的
と
し
た
研
究
会

や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
り
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
資

格
取
得
の
価
値
を
ベ
ン
ダ
ー
に
も
っ
と
認

識
し
て
も
ら
う
狙
い
で
企
業
内
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の

活
用
事
例
を
発
掘
し
、
広
く
ア
ナ
ウ
ン
ス

し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
。 

　
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ａ
で
は
、「
ベ
ン
ダ
ー
系
Ｉ
Ｔ

Ｃ
は
、
そ
の
資
格
自
体
が
ビ
ジ
ネ
ス
に

直
結
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、

単
な
る
製
品
・
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
今
の
時
代
は
、

提
案
活
動
に
お
い
て
Ｉ
Ｔ
Ｃ
ス
キ
ル
が

生
き
て
く
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ

う
。
と
い
う
こ
と
は
、
ユ
ー
ザ
ー
企
業

が
ベ
ン
ダ
ー
を
選
定
す
る
際
に
、
今
後

は
Ｉ
Ｔ
Ｃ
資
格
取
得
者
を
抱
え
て
い
る

ベ
ン
ダ
ー
か
ど
う
か
が
１
つ
の
基
準
に
な
っ

て
い
く
可
能
性
も
あ
り
ま
す
」
と
分
析

し
て
い
る
。 

　
独
立
し
た
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
の
Ｉ
Ｔ

Ｃ
の
活
躍
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
業
界
へ
の
Ｉ

Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ス

キ
ル
の
浸
透
も
、
Ｉ
Ｔ

の
利
用
環
境
を
向
上
さ

せ
ユ
ー
ザ
ー
企
業
に
メ

リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
の

で
あ
る
。 

Ｉ
Ｔ
導
入
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
専
門
家
情
報
 

特別 
レポート 

地
域
に
根
付
き
始
め
た
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
 

２
０
０
７
年
は
経
営
者
と
の
出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
が
増
加
 

資
格
取
得
者
数
が
つ
い
に
７
０
０
０
名
を
超
え
た
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
。
経
営
と
Ｉ
Ｔ
の
橋
渡
し
役
と
し
て
の
現
状
と
将
来
を
、

資
格
認
定
・
普
及
を
担
う
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
協
会
の
施
策
と
と
も
に
紹
介
し
よ
う
。 


